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イスラエルによる封鎖により貧困率・失業率ともに50%に達し

ていたガザは、2023年10月以降、同軍による激しい攻撃を受

けました。当初から続く支援物資の搬入制限が危機的な食糧不

安を引き起こし、2025年8月には国連により「飢饉」が確認さ

れました。同年10月の「停戦」成立後も、ガザ各所への攻撃や

物資の搬入制限が続いています。妊婦や子どもの栄養状況は現

在も深刻で、人々は緊急かつ切実に支援を必要としています。

一方、入植者の暴力や家屋破壊などが進む東エルサレムで

は、占領および男性優位な社会の中で、女性や青少年の社会参

画の機会が制限されています。終わらない占領と封鎖が、今も

人々の生活を脅かしています。

栄養支援では、攻撃が激化する中でも活
動を継続し、3,800人以上の子どもに簡
易スクリーニングと栄養補助食品の配布、
2,000人以上の妊産婦と保護者に個別カウ
ンセリング、母乳や衛生の講習を実施しまし
た。心理ケアでは、現地パートナー団体スタッ
フ・ボランティア70人が、専門家によるセッ

ションを受けました。医療支援では、4〜6月
にガザ北部4診療所で粉ミルク1,750缶、
医薬品24種5,197点を、停戦後の2026
年2月からは、ガザ全域8診療所で粉ミルク
2,500缶を配布しました。診療所復旧支援
では、現地パートナー団体はガザ市に新しい
診療所を開設し、地域医療を支えています。

それぞれ現地パートナー団体と協働し、栄
養支援と医療支援を行いました。栄養支援で
は、3歳以下の子どもと妊産婦の簡易栄養ス
クリーニング、栄養補助食品の配布、個別カ
ウンセリングを行い、保護者向けの講習も継
続的に実施しました。また、停戦後には現地
パートナー団体のスタッフ・ボランティアに向

けて、心理ケアも行いました。医療支援では、
物資不足が続く中、ガザ内で調達した医薬品
と粉ミルクの配布を2回実施しました。さら
に、攻撃により甚大な被害を受けた現地パー
トナー団体の診療所の復旧支援を開始し、ガ
ザの命をつなぐ活動を続けました。

活動①

成果①

“今”人々が必要としている支援を届ける

ひとりでも多くの命と希望を守るために

2
0
2
5
年
度
成
果

活動目的 攻撃が続き避難を余儀なくされた人々の命をつなぐ
活動地 パレスチナ・ガザ地区

受益者層
栄養支援：3歳以下の子どもと保護者、妊産婦
医療支援：乳児用粉ミルク・医薬品、現地パートナーの診療所で
医療を必要とする人々

受益者数 8,629人

JVCが復旧支援をする、
ガザ市診療所での粉ミルクの配布

物資制限によって栄養不良になった子ども

パレスチナ

栄養支援、医療支援（粉ミルク・医薬品配布、診療所支援）

占領と封鎖下の人々を支え、
命をつなぐ活動を続ける

ガザ緊急支援

配布した粉ミルクの数

栄養スクリーニングを
受けた子ども

個別カウンセリングや
講習を受けた保護者および妊産婦

配布した医薬品

受け取った延べ人数

3,385人 3,119人

2,125人
4,250缶 24種 5,197点

簡易健診を受けに来たガザの子ども
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職業訓練に参加した女性の平均修了率は
84％に達し、アンケートではほぼ全員が「研
修が就労や事業立ち上げにつながる」と回答
しました。また、今年の参加者の6割以上が
アットゥーリ以外の地域から参加したことか
ら、過去5年間の参加者から家族や隣人へ
の活動の広がりが明らかになりました。一方

で、家父長制により進学や就職の機会を奪
われる女生徒、イスラエルの占領による公教
育への介入や学校閉鎖など、様々な困難に
直面する青少年の課題も浮き彫りになりまし
た。そこで3月から、東エルサレムの青少年
を対象としたキャリア教育を通じたエンパワ
メント事業を開始しました。

シルワン・アットゥーリは、イスラエル建国
時に多くの避難民が流入し、貧困率が高い
うえ、近年、土地収奪や様々な暴力が深刻
化しています。さらに、社会に根付く家父長
制が、女性たちの決定権を限定的にし、就労
や進学の選択肢を狭めています。女性たちの
社会経済活動への参画を支えるため、5年目

となる本事業では、成人女性と青少年女子
に職業訓練やビジネススキル研修などを実
施しました。情勢により学びの実践の場であ
るバザーは開催できませんでしたが、ビジネ
ス先駆者との交流会を複数回実施するなど、
困難の中でも力強く生きる女性たちの支援
を続けました。

活動①

成果①

進む占領の中で力強く生きる女性たちに

5年間の締めくくり、そして次の活動へ

支えられた命が、
次の誰かを
照らす光に

ガザの事を
どうか忘れないで
ください

私はガザ北部ジャバリア出身で、これまで６回も避
難を強いられ、その中で末娘マラクを出産しました。
マラクは重度の栄養失調に苦しみ、上腕の周囲はわ
ずか 11cmと命に関わる状態でした。娘は高栄養食
品を受け取り、私は個人カウンセリングや、衛生や
栄養に関する講習を受けました。継続的なフォロー
アップにより、娘の栄養状況は改善され、上腕周囲
は 13cmまで回復しました。

そして今、私は現地パートナー団体のボランティア
として、かつての自分と同じように苦しんでいる人々
に寄り添っています。栄養支援は、子どもたちの命
を守るだけでなく、人々の希望を取り戻す力にもなっ
ています。

いまのガザは、ゴーストタウンのようです。絶望
と悲惨に満ち、生活必需品が見つかりません。食料
不足で支援が制限され、医薬品も市販薬もありませ
ん。テントは雨風の被害をうけ、人々は残った建物に
ひしめき合って暮らしています。移動にもお金がかか
ります。車両が少ないうえ、ガソリンもありません。
プラスチックを燃料代わりにしているので、ひどい臭
いと有害物質が出ています。清潔な水は給水車しか
なく、すぐに手に入るとは限りません。電気は 2 年以
上、太陽光発電だけです。加えて、日々身の危険を
感じるので、将来への不安や恐怖の中で生きていま
す。ガザの人々の事を、どうか忘れないでください。
人々は自分の家と土地で暮らしたいだけです。

2025年度成果
活動目的 占領や社会経済・文化的に負の影響を受けやすい

女性の自立を目指す

活動地 シルワン・アットゥーリ地区

受益者層 パレスチナの成人女性および青少年女子

受益者数 成人女性延べ322人、12〜17歳の青少年延べ188人

現地パートナー団体の支援を受け
るマラクちゃん。上腕周囲を測り、栄
養状態を確認しています

2026年1月のガザ市の様子。ガザの
建物の80％は攻撃を受けています

お菓子作りコースを修了した女性たち

ヘアアレンジのコースを受ける女性たち

女性の生計向上とエンパワメント事業東エルサレム

栄養支援を受けた
ワルダ・アブドラッボ さん JVCガザスタッフ

現地からの声 現地からの声

ビジネスを立ち上げた、
または計画している女性の人数

職業訓練を修了した女性

99人

186人
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2023年4月に国軍（SAF）と即応支援部隊（RSF）との大規

模軍事衝突が発生してから3年になりますが、現在もスーダン各

地で戦闘と暴力は継続しています。国連などの推計では、死者数

は15万人を超える可能性が指摘されており、1,400万人が国内

外で避難を余儀なくされています。紛争当事者の双方による国際

人道法違反が常態化しており、インフラ設備の破壊などを引き起

こしています。また、子どもたちの教育状況も深刻です。長引く紛

争、経済の不安定化、そして広範な人道的課題により、全国で約

800万人、スーダンの子ども1,700万人のほぼ半数が学校に通

えていません。スーダンは依然として、世界最大級かつ最も解決

の見通しが立たない人道危機の中にあります。

ニーズ調査を基に、農家273人と漁師60
人へ必要な種子・農具、漁網や保冷箱を配
布しました。漁業資材の提供を受けたことに
より、漁獲量が5kgから最大15kg増加した
との声が聞かれました。さらに、農業・漁業
研修や食品加工を含む職業訓練を実施して、
技術と収入の向上につなげたほか、女性主

体の生産・販売体制の基盤も整備しました。
ヤギを37世帯に配布した結果、家庭によっ
ては1日あたり約1.5リットルのミルクを得ら
れており、重要な栄養源となっています。加
えて、雇用機会の創出とインフラ整備を目的
に地域の幼稚園の修繕を行い、地域全体の
自立強化に貢献しました。

４地区で不就学の児童を対象に補習校を
運営し、計1,492人を登録しました。文房具
などの提供やトイレ整備により、学習・衛生
環境の改善を図りました。さらに週１回、現
地団体と協働してレクリエーションや、心理的
ケアと衛生啓発を実施しました。その結果、
児童に規則正しい生活習慣（時間を守る、身

だしなみ、手洗いの習慣など）が定着し、自
立性が向上しました。保護者からは「攻撃的
な行動が減り、落ち着きが見られるように
なった」との声も届いています。
また、若者と保護者が連携して水くみや欠
席児童の家庭訪問を行い、地域全体で教育
を支える流れも促進されました。

活動①

活動②

紛争下の児童に安全・安心な学びの場の提供

避難民とホストコミュニティへの
持続可能な食料安全保障と生計向上支援

2
0
2
5
年
度
成
果

活動目的 紛争下で教育の機会を失った子どもの居場所を守り、緊急の種子配布や
生計支援を通じて、避難民と地域住民が自給自足できる環境を整える

活動地 スーダン共和国南コルドファン州カドグリ郡および
紅海州ポートスーダン・ホシリ地区

受益者層 カドグリ：不就学児童および保護者と地域の若者
ポートスーダン：避難民とホストコミュニティの住民

漁具と農具を受け取った住民

修了式で修了証を受け取る児童と喜ぶ保護者

スーダン
戦禍を生き抜く人々の
教育・生計・食料支援

紛争の影響を受ける子どもの教育支援と住民の生活向上支援

農業・漁業研修を受けた人数

種子を受け取った世帯

種子を受け取った世帯
道具を受け取った漁師
ヤギを受け取った世帯

補習校に登録した子ども

教員研修に参加した人数

若者研修に参加した人数

教育啓発活動に参加した人数

修了式に参加した人数

1,492人

40人

63人

286人

2,420人

207人
273世帯
60世帯
37世帯

400世帯

補習校 ポートスーダンでの生計向上

カドグリでの種子配布

補習校での授業の様子
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補習校の運営によって、不就学児童
1,492人に安心して学べる居場所を提供し、
95％の児童が修了試験に合格しました。補
習校での時間を通し、生活習慣や情緒面の
改善がみられるほか、児童たちが「大学まで
進学したい」「教師や医者になりたい」といっ
た未来志向を持てるようになりました。教育

省は成果を評価し、卒業生の授業料恒久免
除を決定し、修了式で公表しました。正規校
が再開したことを受け、児童の正規校への橋
渡しの調整を行いましたが、治安・情勢悪化
により、カドグリの外へ避難する家族も多く、
十分なフォローアップを行うことができませ
んでした。

依然として食料危機の状況にあるカドグリ
で、関係行政との調整と調査を踏まえ、4地
区400世帯を対象に在来種のソルガム、ピー
ナツ、ササゲ、オクラの種子を配布しました。
事前に専門家による検査を行って、種子の品
質を確保しました。ほとんどの世帯が収穫に
成功し、食事回数は1日1食から2〜3食に

増え、内容も栄養のあるものへと改善しまし
た。収穫物は自家消費の他、市場で売って
収入を得ている住民もいます。多くの世帯が
次の農業シーズンのために種子を保存して
おり、住民からは自分たちの自給率が改善さ
れ、市場への依存が減ったという声が聞かれ
ました。

活動③

成果

持続性のある種子配布支援

混沌とした状況のなかでも希望を

地域に
還元したい

漁獲量が
倍以上になりました

今まで学校で勉強したことは全くありませんでし
た。最初は鉛筆の持ち方も知らず、書くことや読む
こともできませんでした。しかし、先生方の努力と献
身的なサポートのおかげで、文字の読み書きを学び、
計算もできるようになりました。

ソーシャルワーカーは常に私たちを指導してくれ、
サッカーをして遊びながら、清潔にすることや日ごろ
の行いについてもアドバイスをしてくれました。将来
は農業技師になり、農家を支援して人々に十分なソ
ルガムを提供し、貧困をなくしたいです。最後に先
生方、ソーシャルワーカー、そして私たちに必要な物
や学用品を提供してくれた JVC に感謝します。

グループごとに漁網、ロープ、保冷箱など 4 種類
の漁具の支援を受けました。それまで漁に行くとき
は先ずお金を払って漁網を借りなくてはならなかった
けど、今では行きたいときにいつでも行けるように
なりました。研修では魚がどこにいるか分かる装置
の使用方法や、漁網の修理方法を学びました。既に
知っている漁師もいましたが、初めて学ぶ漁師ととも
に、研修で学んだことを活用して漁に取り組んでい
ます。以前は 1 回の漁で 10 〜20kgぐらいの漁獲量
でしたが、新しい漁網を使用してからは 40 〜50kg
も獲れることもあり、収入が増えました。おかげで、
以前は肉は週に 1kg だけ買っていましたが、今では
2kg 買うことができるようになりました。

真剣なまなざしで勉強をする児童

衛生啓発（手洗い）活動の様子 ヤギを受け取った世帯の子ども リーダーシップ研修を受ける女性たち

収穫できたソルガムの下ごしらえをする住民

補習校に通った
ムサブ・ハミース・バナート さん ムハンマド さん（写真右）

補習校に通った
ムサブ・ハミース・
バナート さん（11歳）

支援を受けた漁師
ムハンマド さん

現地からの声 現地からの声
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アンサール・アッラー（フーシー派）と暫定政権間の内戦が

2015年から続き、5歳未満の子どもの多くが慢性的な栄養失調

で、学齢期（6〜15歳）の子どもの39%が不就学の状態にあり

ます（国連：2024）。南西部に位置するタイズは両勢力圏の境

界に位置し、今も散発的に戦闘が発生しており、暫定政権側で

は2番目に避難民が多い県です。特に生まれた時から戦争下に

いる子どもは空爆・砲撃や度重なる避難などから心理的不調を

抱えているにもかかわらず、十分なメンタルケアがなされていま

せん。フーシー派によるイスラエルとの応酬などは報道されます

が、こうした避難民の状況には国際的に十分な注目が集まって

いるとは言えない状況です。

現地NGOと連携し、タイズ県2カ所の避
難民キャンプに「子ども広場」を設置・運営し
ました。広場のテントは木造建物に改築し、
安全性を向上させました。お絵描き、人形劇、
そろばん、植樹など多様な活動に200人以
上の子どもが参加しました。研修を受けた
ファシリテーターが、障がいのある子どもや

ムハンマシーン（※イエメンにおいて、社会的
に最も低い階層に位置づけられている人々）
を含む全ての子どもに丁寧なケアを行い、保
護者含む236人への早期婚や児童労働リス
クの啓発活動も実施しました。事業終了後は
現地NGOへの引継ぎを行いました。

活動① 避難民の子どもに安全な居場所を

2025年度成果

活動目的 紛争の影響を受けた子どもやその家族が利用できる
児童保護サービスへのアクセスが改善される

活動地 タイズ県ジャバル・ハバシ郡およびアル・マーフェル郡にある
避難民キャンプ（2カ所）

受益者層 国内避難民・ホストコミュニティの子どもとその家族

受益者数 約240人

そろばんを披露してくれる子どもたち

人形劇を披露してくれた男の子たち人形劇を見る子どもたちとスタッフ後藤

イエメン

国内避難民を対象とした「子ども広場」の支援

紛争に翻弄される
子どもを共に支える

子ども広場に
参加した子どもたち

新たに設置した
子ども広場の数2カ所206人

「子ども広場」に集まる子どもたち
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子ども広場の活動を通じて子どもたちの
心理的ストレスの軽減、社交性の向上、学習
意欲の増加が確認されました。また、ファシ
リテーターによる働きかけで、実際に早期婚
を防止できた事例もあります。学校建設では
175人の生徒が新しい教室で学び始め、1年
生2クラスが午後から午前の部に移行し、帰

宅が日暮れ時以降になることもある通学時の
リスク（交通事故、誘拐など）が軽減されまし
た。教員・PTAの定期点検体制も整備されて
います。一方、遊具・設備のメンテナンス費用
の確保や電気・水へのアクセス改善、担任教
員不足による全クラスの午前移行に関しては、
引き続き課題として対応を行っていきます。

現地NGOと連携し、タイズ市アル・ムダッ
ファル地区のアーイシャ女子小中学校で鉄筋
コンクリート造りの教室3室を増築しました。
ソーラー発電システム、机椅子107台、ホワ
イトボードを設置し、トイレ10基の改修、給
水ポンプ新設、スロープの設置も追加実施。
教員と保護者会30人への維持管理研修を

行い、持続的な施設の管理体制を強化しまし
た。175人の生徒が新教室で学び始め、低
学年2クラスが午前の部に移行しました。

活動②

成果

生徒が余裕をもって学習できる環境を整える

子どもたちの心と学びに変化が生まれた

笑えるように
なった
マリアちゃん

子どもの
笑顔が私の力

5 年前に突然フーシー派からの攻撃を受けて、マ
クバナという地域から家族で逃げてきました。攻撃
されたとき、私と一緒にいた弟とロバが銃撃されてし
まいました。私は必死に弟の傷を押さえて、安全な
場所に連れていき、どうにか止血を試みました。幸
い、弟は今も元気でいますが、避難してから私はずっ
と家にいました。誰かに話しかけられると怖くて泣い
てしまっていたんです。

お母さんに連れられて「子ども広場」に来るように
なって、少しずつ人と話せるようになりました。今で
は自分から友だちに声をかけられるようになりまし
た。朝、子ども広場に行って、それから学校に通って
います。学校では算数が好きで、将来は医者になり
たいです。

5 年前にマクバナという地域で急にフーシー派か
らの攻撃があり、家畜も残して服だけを持って子ど
もを連れて逃げてきました。6 年前に離婚していた
ので、今は 5 人の子どもを一人で育てています。手
作りのバスケットを売って生計を立てていますが、毎
月の収入（日本円で約 3000 円）は食費でほとんどな
くなってしまいます。以前、子どもたちは近所の子ど
もとも遊ばず、ずっと家にいて、常に何かに怯えてい
ました。
「子ども広場」に通い始めて 1 カ月ほどしたころか

ら友だちと遊ぶようになり、今では自分たちで広場
に行くようになりました。子どもたちが笑顔でいるの
を見ると、私も幸せです。

2025年度成果
活動目的 対象校において午前に学ぶ生徒数が増え、

児童の通学の安全が確保された教育環境が整備される

活動地 タイズ市アル・ムダッファル地区

受益者層 生徒・保護者・教職員

受益者数 約2,600人

マリア ちゃん（左） シャレファ さん

新教室で授業を受ける子どもたち

完成した新校舎（3教室）

教育施設・設備の拡充と女子の教育環境の改善事業

「子ども広場」に参加した子ども、
マリア ちゃん

「子ども広場」に参加した
児童の保護者、シャレファ さん

現地からの声 現地からの声

維持管理研修参加人数

増築教室

30人
3教室
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共有資源の価値について認識を共有し、
管理・利用の仕組みが必要とされた4村で、
聞き取りや実地検分などの調査を経て、3村
で魚保護地区を、1村でコミュニティー林を
設置することで合意しました。そして、規則
や地図などを示す看板を村内に設置し、近
隣の村人や行政官を交えた式典を行いまし

た。そのほか、近年広がっているキャッサバ
などの換金作物栽培による連作障害や土壌
劣化、森林破壊が深刻とされた6村で、換
金作物に代わる作物の種子などを提供し、う
ち2村で堆肥づくりのための資材提供や研
修をするなど、持続的な農法への移行支援
を進めました。

山間部の2郡18村を対象とした3年間の
プロジェクトを開始し、6村で基礎情報や開
発問題の情報を村人とともに収集しました。
その過程で、共有資源が食料や収入源とし
ての価値を持ち、それらが減少しつつあるこ
とを確認しました。さらに村人の持つ共有資
源に関する権利の意識啓発のため、法律・

意識啓発研修を1村で1回実施し、全18村
に法律や権利意識普及のための法律カレン
ダーを配布して、内容や使い方を伝えました。
また、前プロジェクト活動村と現在の対象村
との交流を2回実施し、外部の業者などとの
交渉を含む共有資源管理の経験交流の機会
を得ました。

活動①

活動②

新規プロジェクト立ち上げと法律・意識啓発研修、経験交流

共有資源管理の仕組みの導入と持続的な農法への移行支援

ラオスでは労働人口の約7割が農業に従事しており、多くの人

が豊かな自然の恩恵を受けて暮らしています。土地や森林、河川

などの共有資源（コモンズ）から得られる自然の恵みは、日々の

食糧やいざという時の支えになっています。さらに、文化・社会

的なアイデンティティとしても機能しており、住民の暮らしの基盤

となっています。しかし、プランテーションや水力発電ダムといっ

た開発事業の進出による土地収用や森林伐採が後を絶たず、食

料・文化・安全面でも村人の暮らしを脅かしています。

また、市場向けの換金作物栽培が広がり、収入は増えたもの

の、過度な依存や土壌劣化によって住民の暮らしが不安定にな

り、社会の不公正が深まっています。

2
0
2
5
年
度
成
果

活動目的 共有資源が住民によって持続的な方法で管理・利用され、
人々の暮らしが守られる

活動地 セコン県カルム郡、ダックチュン郡

受益者層 対象の農村で暮らす人々

受益者数 18村の約900世帯、およそ9,000人　　

堆肥づくり

法律カレンダーの配布

ラオス
自分たちの手で未来を
守っていくために

住民主体の共有資源の管理と利用の支援

共有資源管理の
仕組みの導入

意識啓発のための
法律カレンダーの
配布と解説

換金作物に
代わる作物の
種子の提供4村 18村 6村

コミュニティー林の規則と地図を記した看板の設置
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1村の住民に対する法律研修では延べ75
人（うち女性35人）の参加があり、共有資源
の保全や土地に関する係争の解決プロセス
など住民自身による開発問題への対処方法
について理解を深める機会が持たれました。
コミュニティー林と魚保護地区では、今のと
ころ新たな土地収用や開墾あるいは漁獲量

の減少は報告されていません。研修や経験
交流に参加した村人による開発事業への働
きかけなどの事例があるかどうかや、村人自
身の手によってコミュニティー林と魚保護地
区が持続的に運用されていくかどうかが、今
後観察が必要な課題として残りました。

成果 着実に持続的な共有資源管理のための取り組みが進行

森の大切さを
話し合うことが
できました

諦めずに真摯に
村人たちと
向き合う

私たちはタケノコなどの自然の恵みを日々森から
とって、食べたり売ったりしています。しかし自然は減
り、８年前くらいまでいた象は見られなくなりました。
近年は自生する果実が隣国で生薬として珍重されるこ
とがわかり、外国の業者などが一部で取り尽くしてし
まっていました。自然の恵みとそれを育む森がいずれ
なくなってしまうのではと思っていたところ、JVCとと
もに村のみんなが集まって自然の重要さについて話し
合う場を持てました。JVCは村に何度も足を運び、私
たちに寄り添って話を聴いてくれました。話し合いの
末、コミュニティー林として管理することにして、いつ
も村の会議で規則や森の大切さを伝えるようにしてい
ます。村人たちは結束が強く、いずれ管理の成果も見
えてくると思います。

開発事業による土地収用やキャッサバ畑にするため
の開墾、ダム建設による河川への影響など、多くの問
題があります。村人たちの使える自然の恵みが減る一
方、様々な利害がからみ、直接的に訴えられない問題
も多いです。それでも村人たちの声を聴き、置かれて
いる状況を学び、心を尽くして、安心して暮らすのに大
事なものは何かを話し合ってきました。すると、自ら保
全活動を活発に行い、開発事業を拒否するようになっ
た村もあります。彼らは「なすがままにされない」といっ
た言葉も交えて、経験を他の村やNGOにも伝えてい
ます。自らの意思で暮らしを守り、それを他に伝えてい
く村人たちを誇りに思います。なかなか解決できない
こともありますが、諦めずに真摯に向き合い続けるこ
とが大事です。

魚保護地区のほとりに立つ村人とJVCスタッフ

ローイ村村長
プンカム・ウィライワンさん

プロジェクト・コーディネーター
フンパン・センチャントン

ローイ村村長
プンカム・ウィライワン さん

プロジェクト・コーディネーター
フンパン・センチャントン

現地からの声 現地からの声

基礎情報収集で描いた村の地図を説明する村人 魚を捕る子どもたち

コミュニティー林設置に向けて
規則について賛同する村人たち
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2012年に始まった日本の大学生と平壌
外国語大学・日本語学科の学生との「日朝
大学生交流」を出発点としたピースフォーラ
ムは、2019年度を最後に平壌の学生との
交流は中断していますが、国内外での学習会
やフィールドワークを重ね、可能な限り「直接
会うこと」にこだわりながら、東アジアの未来

について考える活動を継続しています。
2025年度からは、参加対象を学生に限

定せず次世代へ広げ、全8回の学習会や参
加者による自主企画のフィールドワークな
どを通して、若い世代が歴史や課題を学び、
相互理解と対話を深める取り組みを進めま
した。

国際情勢の影響により朝鮮との絵画交流
や現地訪問は実施できず、2025年も残念な
がら「ともだち展」の開催は見送られましたが、
「ともだち展」の長年のパートナーである韓
国のNGOオリニオッケドンムが中心となって
進める絵画展「Drawing Hope」に協力し、
米・ニューヨークの国連本部で開催された

ニューヨーク展にも参加しました。「Drawing 
Hope」は、地域を東アジアに限定せず、分
断や紛争を経験してきた地域や人びとが国
境を越えてつながり合い、子どもたちの絵に
よって希望への想像力とメッセージを広げ、
市民の連帯と対話を目指しています。

活動①

活動②

南北コリアと日本のともだち展

東アジア次世代ピースフォーラム

日本と朝鮮半島の間には、国交の不在や歴史的加害の記憶、

政治的分断、市民感情の悪化、排外主義などの問題が依然として

存在しています。日本では「北朝鮮脅威論」が根強く、「北朝鮮」

に対する懐疑的な見方も十分には払拭されていません。2024年

初頭には、朝鮮民主主義人民共和国（以降、朝鮮）が韓国を「敵

対国」と位置づけ、南北関係は急速に悪化し、その影響は在日コ

リアン社会にも及んでいます。

政治によって関係が左右されるなか、国家間の対立を超えた民

間交流を通じ、相互理解を深めることが求められています。対話を

重ね、互いの生活文化や歴史へ関心を高め、人と人との信頼関係

を築き、市民自身が東アジアの平和に関わることが重要です。

2
0
2
5
年
度
成
果

活動目的 朝鮮を含めた東アジア地域の市民による平和の土台づくり

活動地 韓国、朝鮮、中国、日本

受益者層 絵画展およびフォーラムの参加者など

受益者数 約370人

平和を共に築く若者たちが出会う場を目指す

「Drawing Hope」ニューヨーク展の様子

コリア
東アジアの平和のための
市民交流

南北コリアと日本のともだち展／東アジア次世代ピースフォーラム

絵画展・ワークショップに参加した
子どもたちとその関係者、協力者

東アジア次世代
ピースフォーラムの参加者

350人 20人

ピースフォーラム参加者が企画した京都ウトロ地区を訪問する
フィールドワークには、海外ゲストも一緒に参加しました
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8月には、韓国、日本、在日コリアンの中
高生を対象とした国際ワークショップが開か
れ、フィールドワークや表現活動を通じて歴
史理解と交流を深めました。また、2月には
「Drawing Hope」関係者を招聘し、東アジ
ア情勢やゲストの活動紹介などを通して、今
後の市民活動について意見交換しました。こ

の対話企画には「ともだち展」関係者だけで
なく、ピースフォーラムからも多数の若者が
参加しました。さらに、ピースフォーラムの参
加者自身が学習内容をもとに自主企画を提
案し、1月には朝鮮学校、2月には京都ウト
ロ地区を訪問するフィールドワークを実施し
ました。

成果 若い世代が歴史や課題に主体的に向き合う

子どもたちの絵を
いつの日か
再び平壌で

アジアと日本に
出会いなおす

昨 年 11 月、オリニ オッケドン ム は 国 連 本 部 で
「Drawing Hope」絵画展を開催しました。当団体
は1996年から南北の子どもによる絵画交流を推進し、

「南北コリアと日本のともだち展」と歩みを共にしなが
ら、東アジアの子どもの交流も20 年以上続けてきま
した。

絵画を通じた交流は、紛争や葛藤を経験した世界中
の子どもたちへと広がっています。国連本部に南北コ
リア、日本、在日コリアン、米国、南アフリカ、カンボ
ジア、コロンビア、北アイルランドの子どもたちの絵が
一堂に会したことは大変感動的でした。

これら平和への願いが込められた絵が、いつの日か
再び平壌で展示される日を心待ちにしており、私もぜ
ひ平壌へ行きたいです。

大学院で東アジアの平和研究をする傍ら、大学の枠
を超えて、一緒に東アジアの平和について考える仲間
を見つけたいと、ピースフォーラムに参加しました。

朝鮮半島をテーマとした読書会、都内・関西圏での
フィールドワークや海外ゲスト招聘イベント開催などの
活動に加え、長年、朝鮮半島の現場や国際交流に携
わってきたJVCの皆さんの体験談もたくさん聞かせて
いただきました。

それは、どこか知っているつもりだったアジアと日本
の新たな一面を見せてくれるとともに、現在の社会を歴
史的なうねりの中で俯瞰する視点や、自分にできる役
割を問い直す時間でした。2026年度の活動も新たに
始まりましたが、次は自分が誰かにとっての「アジアと
日本に出会いなおすきっかけ」になれたらと思います。

ニューヨークの国連本部で
（筆者：前列左から3人目） 招聘ゲストと（筆者：右）

大阪で開かれた国際ワークショップ

大阪コリアタウン歴史資料館では「済州4.3を考える会・大阪」の
メンバーが自身の企画展を紹介してくれました

国際ワークショップで等身大
自画像を制作する中高生たち

ニューヨークの国連本部で躍動する等身大自画像たち
（「Drawing Hope」ニューヨーク展）

オリニオッケドンム
国際連帯チーム幹事
オ・ジニ さん

大学院生
飯倉 芳果 さん

パートナー団体の声 参加者の声
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米トランプ政権にも象徴されるような、自らの利益ばかりを優

先し、長期的視点に立って望ましい社会や世界を志向すること

なく、むしろ開き直りさえするといった動きが強まっています。国

家や軍によるあからさまな暴力のほか、企業などによる過度な

経済開発や収奪が利益や資源目当ての紛争を生み、時に独裁

を助長し、自然環境の破壊や人権侵害に苦しむ人々が後を絶ち

ません。対話によって歩み寄り、協調して人権の擁護や環境保

全といった課題を優先し、他を抑圧する動きに歯止めをかけるこ

と、そして不公正を生む構造の是正に向けた取り組みが求めら

れています。

院内集会・情報発信

声明・アクション シンポジウム・イベント

調査研究・
政策提言（アドボカシー）
現場の声を届け、社会を変えていく

ビルマ／ミャンマー読書会「クーデターから5年『ミャン
マー、優しい市民はなぜ武器を手にしたのか』から考える」

（1月17日）

パレスチナからゲストを招いたイベント：広島での講演会
（2月11日）、外部主催イベント・シンポジウム参加
（2月14日〜15日）

スーダン支援 NGO共同声明「戦闘開始から２年─
スーダンに関心を、スーダン市民の安全・保護を最
優先に─」発表記者会見・参加型バナーアクション

（4月13日）

パレスチナ支援 NGO 共同声明「停戦を、食料を、
今すぐに」発表記者会見・キャンドルアクション

（10月4日）

#ミャンマー軍の資金源を断てキャンペーン「日本
政府は軍政の見せかけの選挙実施 Stopを！ 真の
連邦制民主主義の確立に努力するミャンマーの人
びとの支援を強化してください」外務省前アクション

（10月6日）など

「未来は変えられる！ 戦争ではなく平和なくらし！2025
憲法大集会」リレートーク登壇（5月3日）

署名キャンペーン「殺傷武器輸出の全面解禁、次期戦闘
機の共同開発と輸出を止めてください」に賛同し、殺傷
武器輸出全面解禁反対院内集会で発言（3月31日）

JVCとして声明「米国とイスラエルによるイランへの軍事
攻撃に強く抗議し、武力行使の即時停止を求めます」発出

（3 月 17日）。 他団体と共同オンライン記者会見「イラ
ン攻撃の即時停止に向けた外交努力を求める要請」

（3月18日）

「#ミャンマー軍の資金源を断て」キャンペーンの外務省前アクション（10月6日）

メコンウォッチなど他団体と継続している「#ミャンマー軍の
資金源を断て」キャンペーン。隔月でアクションを実施しています
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戦闘勃発から２年となり「世界最悪の人道
危機」と言われるスーダンへの注目を集める
べく、スーダン事業チームと協力して、現地
で活動するNGO4団体で記者会見とバナー
アクションを実施しました。現地スタッフがオ
ンラインで現状を報告し、会場では在日スー
ダン人モハメド・オマル・アブディンさんも

現地に残る家族の話を共有しました。バナー
アクションでは、大きなバナーに参加者が「知
ること、忘れないこと、日本の私たちができ
ることを考えること。スーダンのために、世
界のために」など、それぞれスーダンへのメッ
セージを書き込みました。

スーダンやパレスチナの危機、タイ・カン
ボジア間の軍事衝突、アメリカによるベネズエ
ラ、イランへの国際法を無視した軍事攻撃が
立て続けに起こる中、日本国内でも「戦争が
できる国づくり」への動きが加速しています。
JVCでは他国への武器無償援助の枠組

み「政府安全保障能力強化支援（OSA）」に

反対する働きかけに加え、殺傷能力を有する
武器輸出の全面解禁や次期戦闘機の共同
開発など、日本が「死の商人」に向かう動き
に反対するアドボカシーを実施しています。
オンライン署名賛同のほか、院内集会では
JVCが活動する紛争地への影響について発
言しました。

ガザで激しい攻撃が始まってから満2年と
なる2025年10月、パレスチナで活動する
NGOや連帯する市民とともに、共同声明「停
戦を、食料を、今すぐに」を発出し、報告会と
キャンドルアクションを実施しました。
報告会では現地の声を動画で届け、日本

からの支援状況を伝えました。野外のアク

ションでは、増上寺と東京タワーを背景に
キャンドルで「Let GAZA Live 」の文字を
つくり、ガザの人々のメッセージを読み上げ
ました。

活動②

活動①

活動③

ガザ攻撃開始から2年 キャンドルを灯す

スーダンの危機に目を向けるアクション

「戦争ができる国づくり」にNoを言い続ける

「スーダンに注目して」記者会見の様子

殺傷武器輸出反対のオンライン署名

赤と緑の光でパレスチナに祈りを

20団体の要請書・記者会見「イラン攻撃の
即時停止に向けた外交努力を求める要請」

スーダン事業チームに協力し開催したTICAD9のサイドイベント
「長期化するスーダン戦闘〜市民の声から考える平和への道」
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信頼できる現地パートナー団体と連携し、支
援が届きづらい地域や脆弱な立場にある人々
を中心に、中部都市の約1,400人に食糧・飲
用水を、約800人にマットレスや蚊帳を配布
し、地域クリニックへ医療物資などを提供しま
した。
南部の山間地域では、自力では再建が難し

い3世帯に住宅資材を提供し、重傷者2人へ
の医療費支援も行いました。その他、学校への

学用品や教員手当の提供を行いました。支援
を実施した地域の中には、震災以降１度も支
援を受けていない地域もありました。
地域の人々と相談を重ね、慎重に、見過ごさ

れがちな地域の脆弱な世帯を優先しながら、被
災者に寄り添って健康に生きる上で欠かせない
品物や、仮の暮らしを支える物資などを届ける
ことができました。

活動 食糧・生活必需品などの緊急物資や医療費などの提供

「地震後、支援を
受け取ったのは
初めてでした」

私は仕立て屋をしており、夫は仲買い人をしています。地
震が起きてから、私たち夫婦の収入は大幅に減ってしまいまし
た。仕事の機会がほとんどなく、生活はとても厳しい状況で
す。お米と食用油を受け取ったとき、本当にありがたい気持ち
でいっぱいになりました。日々の生活を支える大きな助けとな
りました。地震後に支援を受けたのはこれが初めてで、この困
難の中でも、私たちは一人ではないと感じることができました。
私たちを気にかけてくださる優しい人々がいることを知り、心
から感謝しています。

2025年3月28日、ミャンマー中部でマグニチュード7.7の大

地震が発生しました。犠牲者は5,000人を超え、数万人が家を

失い、病院などの主要インフラにも深刻な被害が出ました。食糧

や生活必需品、水、医療サービスが不足するほか、2021年の

クーデター後に続く軍政による市民への弾圧や度重なる自然災

害もあり、被災者は依然として苦しい生活を余儀なくされていま

す。軍政による妨害や利用を避け、被災者に届く支援が必要とさ

れています。

※現地の政治状況に鑑み、受益者の安全を守るため、個人名は伏せて人物の写真にはぼかしを入れています。

2025年度成果

130世帯への食糧配布の様子（2025年9月）

食糧支援を受けた
ドー・カインカインさん

ビルマ／ミャンマー
見過ごされた被災者に
支援と想いを届ける

食糧支援受益者
ドー・カインカインさん（仮名）

食糧支援を受けた被災者の声

支援を受けた人数 約3,100人

130世帯へのマット配布の様子（2025年5月）
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一般市民を虐殺し続けるイスラエル、アメリカやロシアによる

一方的な軍事侵攻、放置される排外主義と難民の急増、核不拡

散条約再検討会議の決裂、環境破壊・・・。戦後世界が築いてき

た国際社会の法と秩序、その基盤となる人権尊重や戦力乱用の

禁止といった原則が暴力によって公然と踏みにじられるいま、市

民の視点で国境を越えた連帯を育み、平和で差別のない世界に

向けた発信を続けます。

2025年度成果

塵も積もれば
誰かのために

社員の
社会貢献活動への
きっかけに

私は、平和な国に暮らしているのだから誰かの役に立
ちたいと漠然と思っていました。退職し介護も終わり、自
分の時間と体力を使える時が来ました。これまで生協の
注文書にはさまれてくるJVCの封筒にハガキや切手を
入れて送らせていただいていました。いつも対応に安心
感があり、このJVCでお手伝いできたらと勇気を出して
お電話したところ快く受け入れていただけました。今は、
どのような方が切手を送ってくださるのだろう、また買い
取ってくださるのだろう、どの国の方々に喜んでいただ
けているだろうと想像をしています。塵も積もれば山と
なるわよとスタッフに声かけいただき、全くその通りだと
信じています。行動に移すことのできなかった私を受け
入れてくださり、意識の高い方々のそばにいる機会をい
ただけたことに感謝しています。

当社は製薬会社ということもあり、医療や患者さんに関わ
る団体への寄付などを会社として行ってきましたが、社員に
も社会貢献への関心を育み、参加できる機会を作りたいと考
えていました。そんな時にJVCを知り、その活動内容に感銘
を受けるとともに、当社の事情を踏まえた支援でも受け入れ
てくださるとのことで、ご縁をいただくこととなりました。

最初に取り組んだのは使用済み切手の整理作業。今で
は参加者も増え、活動を通じた社員同士のコミュニケー
ションにも役立っています。それを端緒に外国貨幣や未使
用はがきの収集にも活動の幅が広がり、目的を果たせてい
ることを実感しています。JVCは社内での講演や、活動に
関する当社側の希望にも細かく対応くださり、とても感謝
しています。今後も微力ながら、応援をさせていただきた
いと思います。

対面、オンライン合わせて23回のイベントを開催しました。イン
ターネット番組『月刊 JVC』は、25年度配信分の総視聴回数が4万
7千回を記録しました。SNS、ウェブ周りでは事業チームと連携した
現地情報の発信を行い、Instagramのショート動画にも力を入れ、
新規若年層のフォロワー獲得に努めました。スーダンの現地スタッフ
のモナや、パレスチナおよびイエメンのパートナー団体のスタッフを
招聘して、現地の声を広く発信しました。会報誌 T&Eは全面カラー
化し、新連載「国際人権とNGO／市民社会」をスタートさせました。

無指定寄付は目標を倍近く上回り、夏と冬の季節募金も目標額を
達成。物品寄付も目標額をほぼ達成しました。遺贈寄付は、合計1
億円を超える額を託していただきました。この状況を受け、より多く
の方に情報を届けるため、外部の遺贈受付受入サービスとの提携を
始めました。このほかインターネットを通じての寄付獲得のための分
析に注力し、各種動向を迅速、正確に把握できる土台づくりを行いま
した。SNS発信では新規層を獲得し、発信力をあげるための改善策
を実施しました。

活動① 活動②情報発信・広報 ファンドレイズ（財源獲得）について

切手整理作業の様子

国内活動
現場での経験を生かし、
世界の平和に向けた発信を続ける

ボランティア
木村 由美子 さん

日本メジフィジックス株式会社
総務部 白井 唯之介 さん

ボランティアの声 ボランティアの声

ご寄付 物品によるご支援
講演回数 聴講者数 SNSでつながっている方

延べ29,896件 7,997件
10回 479人 31,723人

12月のスーダンイベントの様子。
対面とオンライン合わせて約70人の方にご参加いただきました
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科  目 合  計

Ⅰ 経常収益

受取会費 5,013,000
受取寄付金 237,856,010
受取助成金 19,613,301
受取補助金 113,706,772
その他収益 6,358,978
経常収益　計 ① 382,548,061

Ⅱ 経常費用

事業費 264,971,377
管理費 25,559,698
経常費用　計 ② 290,531,075

Ⅲ 経常外収益 経常外収益　計 ③ 1,691,127
Ⅳ 経常外費用 経常外費用　計 ④ 9,573,080
当期経常外増減額 ⑤（③−④） ▲7,881,953
税引前当期正味財産増減額 ⑥（①−②＋⑤） 84,135,033
法人税、住民税及び事業税 ⑦ 70,000
当期正味財産増減額 ⑧（⑥−⑦） 84,065,033
前期繰越正味財産額 ⑨ 269,403,807
次期繰越正味財産額 ⑧＋⑨ 353,468,840

科  目 合  計

Ⅰ 資産の部

流動資産

現金預金 513,877,546
貯蔵品 994,466
仮払金 3,268,646
未収金 4,442,067
前払費用 1,529,000

流動資産　計 524,111,725

固定資産
有形固定資産 1,041,023
投資その他の資産 3,402,435

固定資産　計 4,443,458
　資産の部　計 528,555,183

Ⅱ 負債の部

流動負債

未払金 33,977,602
前受金 109,933,033
源泉税等預り金 244,393
未払法人税等 70,000
賞与引当金 3,598,000

流動負債　計 147,823,028
固定負債 退職給付引当金 27,263,315
固定負債　計 27,263,315

　負債の部　計 175,086,343

Ⅲ 正味財産の部
前期繰越正味財産額 269,403,807
当期正味財産増減額 84,065,033

　正味財産の部　計 353,468,840
負債及び正味財産　計 528,555,183

2025年度  活動計算書

2025年度  貸借対照表

2025年4月1日から2026年3月31日まで

特定非営利活動法人日本国際ボランティアセンター

特定非営利活動法人日本国際ボランティアセンター

（単位：円）

（単位：円）

2026年3月31日現在

2025年度は「その他事業」を行いませんでした。
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